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１． 研究課題 

 味噌や醤油などに代表される伝統的発酵食品の生産には麹や乳酸菌などの微生物による発

酵が欠かせないが、発酵過程でこれらの発酵微生物が生産する代謝産物がわれわれの体の健

康維持にかかわると考えられている。われわれの体は食事を通して、これらの発酵微生物代

謝産物を日々体内に取り込んでいるが、これらの代謝産物がわれわれの腸内に共生している

微生物に対してどのような影響を与え、その結果どのような健康上の効果を発揮しているか

についての分子機構については、ほとんど明らかにされていない。 

 一方、われわれがこれまで行ってきた様々な海洋天然化合物は、海洋生物に共生している

微生物がその生産に関わっていることが明らかになりつつあり、海洋生物内の共生環境が医

薬品素材として価値の高い天然化合物の産生にも影響すると考えられている。また、土壌に

生息している土壌菌や根粒菌などの共生微生物の状態が農地の生産性に深く影響することも

知られている。 

 以上いずれのケースにおいても、環境（発酵食品、腸内環境、海洋生物体内、土壌）－共

生微生物の関係がカギとなっており、これらの共生環境を維持するための機構を理解するこ

とは健康維持や、医薬品などの高付加価値化合物および農作物の生産にとって利用価値の高

い知見となりうるため、さまざまな環境－共生関係を対象として、その関係を成立させてい

る機構を分子レベルで解明することを目的とする。 

 

２． 主な研究成果  

われわれが味噌の抗ストレス成分として見出したフェルラ酸エチル（出願特許）について、

作用メカニズムの解析研究を行った。また、フェルラ酸エチルの抗ストレス作用メカニズム

解析のため、標的分子の絞り込みを行っており、すでに一つの有力候補を見出している。現

在最終段階の候補遺伝子のノックダウン/ノックアウト実験による確認作業と、動物実験（合

計三回、行動実験）を行い、対象実験動物の脳組織染色による in vivo 効果の検証を行って

おり、論文投稿準備中である。一方、国内の味噌メーカーと協力して、フェルラ酸エチルを

増強した味噌の作成試験を行い、製法に関する知見を積み重ねフェルラ酸エチル増強味噌の

製法を確立した。フェルラ酸エチル増強味噌は 2018 年の 2月に長崎県の幼稚園にて園児に対

する呈味試験を行った。 

その他の発酵食品として森永製菓との共同研究にてココアに含まれる有効成分の探索を行

い、ココアの主成分テオブロミンに活性を見出した（第 24回 チョコレート・ココア国際栄

養シンポジウムにて招待講演）。また、生ハムの発酵過程における微生物・成分の変動および

その機能性に関する研究を行っている（クロワッサン 2017 年 4 月 10 日号、2019 年 8 月 25



 

日号、TBS Nスタ 2018年 9月 19日放送）。 

広島大学青井義輝准教授との共同研究では、海洋生物由来難培養微生物の培養法の開発研

究を行い、その成果物をまとめた論文の投稿を行った。 
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５． 研究活動の課題と展望  

 これまでの研究を通して、発酵食品に含まれる新たな機能性成分を明らかにするとともに、

その生成には発酵過程における微生物の働きがきわめて重要なことを明らかにできた。この

研究で培ったノウハウは既にほかの発酵食品の機能性や成分の解析に応用が始まっており、

その技術基盤をもとにした複数の企業との共同研究も開始されている。 

 一方、海洋生物の共生微生物系についても研究グループが形成され、シンポジウムの主催

などの発信を通して社会的な注目を集めるに至った。このような実績をもとに大型の研究予

算申請を行い、二次選考に進むなど近い将来の採択に向けて大きな手ごたえを感じている。 

 以上のことから、本研究課題の展望としてますます社会的ニーズが高まることと確信して

いる。よって、本研究課題を継続することで大型予算の獲得と社会的にインパクトの強い研

究成果を発信してゆけるものと考える。 

 


